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ただいまご紹介いただきました、都市建設局の秋山と申

します。私からは「熊本市の公共交通の現在（いま）」とい

うことで、説明をさせていただきます。 

 

まず現状と課題ということになりますけれども、熊本都

市圏の公共交通は、主に鉄軌道と、路線バスが担っておりま

す。鉄軌道につきましては、ご覧のとおり１日約5万8,000

人の方が利用されておりまして、バスにつきましては民間5

社で運営されており、１日約 5 万人の方が利用されている

という状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、熊本では全国の他都市と同様、この30年間で自

動車交通が大きく増加しており、都市圏交通の 64％、約 3

分の 2 が自動車を利用して、逆に公共交通の割合は減少し

ています。 

 

特にバスの利用者が大きく減っており、ピーク時の約4分

の 1 まで減少しております。それにより右側にございます

ように、公共交通の収益が悪化して、公共交通のサービス水

準が低下、それがまた利用者の減少につながるという、負の

スパイラルに陥ってしまっているというのが現状かと思い

ます。 
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交通が、こういった形で自動車に偏り過ぎているという

結果、熊本の交通渋滞は常態化しておりまして、主要渋滞箇

所数が 180 箇所ということで 3 大都市圏を除く指定都市で

全国ワーストワン、高速道路のインターチェンジから市役

所までにかかる時間も福岡市の約 4 倍ということで、経済

的にも大きな問題を抱えているという状況です。 

 

こういった交通状況の悪化を受けまして、道路ネットワ

ークを拡充することと並行して、何とか自動車交通から公

共交通に転換してもらって利用促進につなげようというこ

とで、これまでも体制面の強化とか計画を策定して、段階的

に取組を実施してきたところです。 

 

平成24年に策定したのが、基本方針となる公共交通のグ

ランドデザインで、3つの柱を位置づけております。1つ目

が、中心市街地と15の拠点を結ぶ公共交通を基幹公共交通

軸と位置づけ、定時性、速達性、利便性、輸送力などの機能

を強化するということです。2つ目が、その基幹公共交通軸

を補完する形で、バス路線網を再編して、効率化させるとい

うこと、そして 3 つ目が、公共交通のない空白地域などへ

の対応ということでございます。 

これらが互いに連携して、わかりやすいネットワークを

構築することで、公共交通により円滑に移動可能な社会の

実現を目指すということです。 

 

平成 25 年に制定された「熊本市公共交通基本条例」、こ

ちらは、公共交通の事業者と行政だけでなく、市民の役割や

責務も明確にし、協働で取り組むということを明記したも

のでございまして、市民に公共交通の担い手としての自覚

を促すということも狙いとしたものでございます。 
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令和3年に改訂した「熊本地域公共交通計画」、こちらは

グランドデザインに基づいて、具体的な施策を位置づけて

いるものでございます。現在実施している取組は、こちらに

沿って行っているということです。 

 

その具体的な取組の一部を紹介させていただきます。ま

ず基幹公共交通の機能強化の一環として、市電の取組にな

りますけども、超低床電車の導入でありますとか、電停改良

による、バリアフリー化を進めることで、車椅子の方なども

利用しやすい環境を整備しております。 

 

また、JRとの結節強化ということで、市電とJRの乗換え

の利便性を高める取組を行っております。新水前寺駅では

駅舎と電停を歩道橋で直接つなぐことで、雨の日も濡れず

に安全かつ素早い移動が可能になったということで、市電

の利用者が増加している状況です。また、熊本駅から田崎橋

へのサイドリザベーション化によって、JR の熊本駅として

の乗換えがしやすくなったということで、こちらも同じく、

市電の利用者が増加している状況です。 

 

またバスの路線網の再編といたしまして、令和 2 年、全

国初の取組となりましたけども、熊本のバス会社 5 社が、

共同経営型の事業形態に移行しております。会社間の垣根

を越えてバス路線網の再編や利用促進策に取り組まれてい

ます。 

                     
       

           

             

            

              
                 

           
                   
       

              
                        
    

            
                   

                  

             
             

                      

 

                         
                    

                           

                             

          

       

           

          

           

   

                    

                 

               

                     

                       

  

   

               

              

                     

                     

              

                     

   

                 
            

   

                              

       
      

                       

  

                              

        

       

                

  



4 

 

共同経営では、スライドに示す 6 つの取組を連携して実

施することとしております。例として、１にありますように、

バス同士が重複する路線において路線を統合する、運行間

隔を調整して平準化する、といった効率化を進めています。 

 

また、5社連携の共通定期券も昨年から開始したところで、

記載されている区間であれば、どのバスでも利用可能とい

うことで、利用者からも「便利になった」という声をいただ

いております。また、先ほどもご紹介がありましたように、

バス料金の均一化といった取組も行われています。 

 

バス路線が運行していない公共交通空白地域、不便地域

に対しましてはコミュニティ交通を導入しておりまして、

それにより移動手段の確保を図っています。現在20箇所の

地域に導入しているという状況です。 

 

左側がコミュニティ交通を導入開始した当初でございま

して、公共交通空白地域を示すピンク色が目立つ状況でご

ざいますけども、開始後の 5 年間でかなり解消されている

ということが見て取れるかと思います。 
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本日のテーマであります政策間連携と関係するものです

が、まちづくりと公共交通の連携の取組のご紹介です。 

熊本のメインバスターミナル、現在地であります桜町の

再開発のなかで整備されており、商業施設やホールといっ

た公益施設と一体的に整備されております。またそれに合

わせて、賑わいや回遊の拠点となる花畑広場を合わせて整

備することで、歩いて楽しめるまちづくりの取組とも連携

して、大きな相乗効果を発揮しているということが言える

と思います。 

 

熊本駅はJRの新幹線や在来線、市電、バスなど様々な公

共交通が集約・集結している拠点ですが、その周辺整備にお

いても様々な連携がなされております。先ほどのサイドリ

ザベーションの取組のほか、駅前広場の整備におきまして

もパークステーションというテーマのもと、熊本駅やアミ

ュプラザをはじめとする周辺施設と綿密に調整しながら、

エリア全体の統一感・一体感のある整備を行ったというこ

と、また広場の完成後も防災面で周辺施設と連携して、帰宅

困難者に対して備蓄食料や避難場所を提供できるよう協定

を結んで備えるといった取組も行っているところです。 

 

今後に向けてですが、やはり公共交通は、渋滞解消のみな

らず、健康、福祉、環境、経済、まちづくりなど、たくさん

の政策課題の解決に寄与しているということで、存在自体

がSDGsに貢献する、地域になくてはならない重要な移動手

段であるというふうに考えております。今後より一層、各種

政策分野と連携した取組を進めていく必要がございます。 

 

特にSDGsの重要なキーワードであります「誰一人とりの

こさない」という観点で、公共交通は重要な役割を果たして

おります。現在、AI を活用したデマンドタクシーの実証実

験を行っております。これは利用者がスマホで予約をする

と、AI がほかのお客さんも含めて相乗りでのルートを設定

して、従来のデマンドタクシーよりも効率よく、家の近くか

ら目的地に近いところまで移動できるというもので、車で

の移動が困難な方などにも、より気軽に移動していただく

ための手段として期待しているところです。 

 

現在、2つの実証実験に取り組んでおりまして、1つは高

齢者支援との連携ということで、郊外部の公共交通の空白

不便地域におきまして、買物ですとか通院など日常生活の

移動手段の確保を目的として行っているものです。 
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2 つ目が、市街地部の子育て支援との連携ということで、

塾や部活動などの子どもさんの送迎を目的とするもので、

それによって、子育ての保護者の方の負担を軽減するとい

うことを目的で実証実験を行っているものです。 

 

最後に経済・観光との連携ということで取り組んでいる

MaaSの取組です。移動の面では、電車やバス、飛行機など、

様々な交通モードを同じアプリで検索、予約、決済できるよ

うにすることで、移動の利便性が高まります。それだけでな

く、移動する目的である観光、買物など、様々な経済活動と

も割引制度や様々な情報提供などの連携を行うことで、地

域経済の活性化にもつなげるというものです。現在、九州

MaaS という、より広域のエリアでの導入に向けて、関係各

所と連携して準備を進めているところです。 

 

持続可能で便利な公共交通は、熊本市が目指す上質な生

活都市に不可欠なものですので、引き続き政策間連携によ

って、公共交通の利用促進を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

私からは以上です。どうもありがとうございました。 

 

 

        

  

       

 

    

    

   

  

  

   

   

  

   

   

  

  

       

    

    

     

                   

      

        

         

        

            
                  

        
 

     

  

        

                               

         

  


